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中
世
千
葉
氏
の
妙
見
祭
礼 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
暮
冬
樹 

（
１
）．
祭
礼
と
は 

①
．
感
謝
・
祈
り 

②
．
共
同
体
統
合
の
儀
式
←
年
中
行
事
・
通
過
儀
礼 

③
．
娯
楽
性
→
参
加
す
る
者
と
見
物
す
る
者
＝
イ
ベ
ン
ト
化 

（
２
）．
妙
見
信
仰 

①
．
妙
見
信
仰
と
は 

・
北
辰
星
（
北
極
星
）
の
尊
格
化 

 

中
央
ア
ジ
ア
の
遊
牧
民
の
信
仰
が
中
国
に
伝
来 

②
．
千
葉
氏
の
妙
見
信
仰 

「
妙
見
縁
起
」 

 

・
染
谷
川 

平
将
門
・
良
文
と
平
国
香
の
戦
い 

米
「
源
平
闘
諍
録
」 

・
蚕
飼
河 

平
将
門
と
平
良
兼
の
戦
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
千
葉
成
胤
の
戦
い 

 

妙
見
神
と
平
良
文
・
平
将
門
（「
千
葉
妙
見
大
縁
起
絵
巻
」） 
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③
．
金
剛
寿
寺 

 

真
言
宗 
近
世
に
は
妙
見
寺
、
明
治
時
代
に
神
仏
分
離
に
よ
っ
て
千
葉
神
社
と
な
る
。 

史
料
一 

 

「
千
学
集
抜
粋
」 

下
総
国
千
葉
庄
池
田
郷
堀
内
北
斗
山
金
剛
授
寺
は
、
仁
王
六
十
六
代
一
条
院
の
御
勅

願
所
也
、
長
保

（

一

０

二
年

０

０

）

庚
子
九
月
十
三
日
大
僧
正
覚
算
和
尚
御
建
立
、
御
本
尊
ハ
北
辰

妙
見
尊
星
大
菩
薩
、
国
主
下
総
権
介
平
忠
常
御
代
也
、
此
菩
薩
ハ
本
地
東
方
浄
瑠
璃

世
界
の
主
薬
師
破
軍
星
に
て
お
は
し
ま
す
也
、
此
寺
は
調
伏
破
滅
の
こ
と
ハ
せ
す
、

御
神
の
御
祈
念
ま
て
也
、六
院
の
供
分
は
後
六
東
の
御
建
立
に
て
、六
東
祈
願
所
也
、

此
寺
六
院
六
坊
所
也
、
六
坊
は
院
家
の
老
に
て
御
番
と
申
也 

 

金
剛
寿
院
伽
藍
（「
千
葉
妙
見
大
縁
起
絵
巻
」） 



3 

 

（
３
）．
中
世
千
葉
氏
の
妙
見
祭
礼 

（
Ａ
）．
千
葉
氏
惣
領
家
館
時
代 

 
 
 

史
料
二 
「
千
学
集
抜
粋
」 

一
、 

上
野
国
群
馬
郡
府
中
花
園
村
七
星
山
息
災
寺
、
武
蔵
国
藤
田
へ
御
わ
た
り
有
て
、
同

秩
父
郡
武
光
命
の
内
大
宮
へ
移
し
た
て
ま
つ
り
、又
陸
奥
守
良
文
鎌
倉
へ
御
供
し
て
、

同
村
村
岡
に
居
住
し
、
八
国
を
領
し
、
子
孫
繁
昌
す
也
、
遂
に
村
岡
に
移
し
給
ふ
、

こ
れ
に
よ
つ
て
良
文
を
村
岡
五
郎
と
申
な
り
、御
孫
忠
常
、上
総
へ
移
し
給
ふ
と
き
、

仁
見
三
日
逗
留
な
さ
れ
け
る
、
人
見
妙
見
是
な
り
。
忠
常
上
総
上
野
郷
に
居
住
し
、

後
に
下
総
に
移
り
給
ふ
、
是
よ
り
忠
常
を
下
総
権
介
と
申
也
、
同
東
ノ
大
友
へ
御
供

な
り
東
追
友
と
も

、
東
大
友
妙
見
こ
れ
な
り
、
又
上
総
大
椎
へ
移
し
奉
る
、
さ
れ
ハ
妙
見

大
菩
薩
ハ
千
葉
嫡
家
に
付
せ
給
ふ
、
こ
れ
に
よ
つ
て
下
総
千
葉
庄
池
田
郷
千
葉
寺
の

宮
へ
移
し
奉
る
所
、
常
重
三
男
胤
高
こ
れ
を
竊
み
た
て
ま
つ
る
所
、
い
そ
き
追
駈
し

に
、
池
田
な
る
田
の
中
へ
匿
し
け
る
を
、
や
か
て
た
つ
ね
出
し
奉
り
て
、
常
重
の
主

殿
に
安
置
し
奉
り
け
る
、
上
下
あ
ゆ
み
を
運
ひ
祈
念
し
け
る
と
そ 

 

妙
見
を
安
置
す
る
粟
飯
原
丈
二
郎
と
娘
（「
千
葉
妙
見
大
縁
起
絵
巻
」） 
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（Ⅰ
）惣
代
七
社
大
明
神 

 
 
 

金
剛
寿
寺
内
に
お
け
る
中
心
的
な
神
社 

=

千
葉
妙
見
に
貢
献
し
た
人
々
を
祭
る
。 

 

史
料
三 

「
千
学
集
抜
粋
」 

一
、 

む
か
し
妙
見
の
屋
形
御
堀
内
に
お
ハ
せ
し
と
き
ハ
、惣
代
七
社
の
宮
、八
人
の
太
夫
、

四
人
の
八
乙
女
を
集
め
て
、
御
神
楽
を
上
け
申
さ
る
、
大
旦
那
国
中
御
祈
願
申
也
、

八
人
の
太
夫
ハ
白
張
烏
帽
子
に
上
下
を
着
す
る
也
、四
人
の
八
乙
女
は
禅
振

チ

ハ

ヒ

を
着
し
、

鈴
と
扇
を
持
て
命 ミ

コ

舞
を
す
る
也
、
禅
振
は
金
襴
緞
子
也
、
い
ろ
あ
る
絹
も
て
仕
立
へ

し
、
袖
ハ
大
に
し
て
、
紅
絲
に
て
□

（
寄
）

せ
お
く
へ
し 

 

楽
器
を
奏
で
る
神
官
と
神
楽
を
舞
う
巫
女
（「
千
葉
妙
見
大
縁
起
絵
巻
」） 
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史
料
四 

「
千
学
集
抜
粋
」 

 
 

惣
代
七
社
の
事 

一
、 

第
一
陸
奥
守
良
文
、
第
二
親
王
将
門
、
第
三
良
文
嫡
忠
頼
上
野
二
郎
、
第
四
忠
常
下

総
権
介
、
第
五
常
時
文
次
郎
、
同
娘
二
人
、
己 マ

上 マ

七
人
惣
代
七
社
大
明
神
と
現
し
給

ふ
、
妙
見
大
菩
薩
惣
政
所
な
り
、
八
人
の
社
人
、
四
人
の
八
乙
女
参
り
て
屋
形
様
お

よ
ひ
国
中
の
御
祈
願
申
さ
る
ゝ
也
、
供
分
ハ
住
持
客
殿
に
参
り
て
御
祈
念
申
さ
る
ゝ

也
、 

 

史
料
五 

 

「
千
学
集
抜
粋
」 

一
、 

屋
形
様
御
堀
内
に
妙
見
の
お
ハ
せ
し
時
ハ
、
社
人
惣
代
の
社
三
間
、
前
殿
五
間
也
、

右
二
見

（
間
）

ハ
八
乙
女
、
左
二
間
は
神
主
に
て
御
祈
念
申
也
、
正
月
朔
惣
代
の
御
供
物
は

加
曾
利
寺
山
よ
り
ま
ゐ
る
也
、
箸
九
膳
、
片
方
ハ
寺
山
、
同
九
膳
、
片
方
ハ
加
曾
利

也
、
七
膳
ハ
惣
代
、
八
膳
ハ
八
人
太
夫
、
四
膳
ハ
八
乙
女
也
、 

 

（Ⅱ

）神
事 ①

．
年
中
行
事 

 
 

史
料
六 

「
下
総
国
千
葉
郷
妙
見
寺
大
縁
起
」 

妙
見
御
神
事
之
事
附

年
中
行
事
之
事 

（
中
略
）
年
中
の
行
事
は
先
正
月
三
箇
日
同
七
日
三
月
三
日
四
月
八
日
六
月
七
日
七
月
七
日

同
十
六
日
同
廿
日
廿
二
日
是
大
祭
な
り
、
八
月
一
日
九
月
九
日
同
十
九
日
廿
九
日
、
十
月
は

亥
の
日
の
祭
、
十
一
月
朔
日
十
二
月
朔
日
十
五
日
廿
二
日
な
り
、
斯
外
住
僧
供
僧
神
殿
に
を

ひ
て
毎
日
妙
見
供
三
時
の
行
法
怠
る
事
な
し
、社
人
は
神
楽
を
奏
し
神
慮
を
す
す
し
め
奉
る
、

是
皆
天
下
安
全
国
家
鎮
護
の
勤
行
前
代
の
恒
例
万
世
不
易
の
法
筵
如
何
夫
可
怠
慢
之
乎
哉 

  
 

史
料
七 

「
千
学
集
抜
粋
」 
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一
、 
御
奉
射
の
時
、
御
宮
に
て
酒
三
献
、
そ
の
時
供
分
中
、
社
人
衆
、
殿
原
衆
、
御
酒
あ

り
、
住
持
は
出
さ
る
ゝ
也
、
三
献
に
て
酒
ま
と
ハ
る
、
古
伝
也 

社
人
は
し
め
て
う
ち

的
を
射
る
礼
な
り
、
御
奉
射
は
神
主
太
夫
八
人
、
供
分
六
人
、
侍
六
人
、
凡
廿
人
な

り 

 
 
 

史
料
八 

「
千
学
集
抜
粋
」 

一
、 

極
月
二
十
七
日
、
院
内
祈
願
に
釜
を
清
め
、
堀
内
に
て
御
酒
を
上
げ
奉
る
、
酒
魚
供

物
下
さ
る
、
御
酌
は
恩
供
役
の
者
な
り
、 

 

 

②
．
大
祭 

 
 

史
料
九 

「
下
総
国
千
葉
郷
妙
見
寺
大
縁
起
」 

妙
見
御
神
事
之
事
附

年
中
行
事
之
事 

千
葉
妙
見
毎
年
の
御
祭
礼
良
文
よ
り
七
代
の
孫
常
重
に
及
て
大
治
二
年
七
月
十
六
日
よ
り
始

れ
り
、
大
船
を
車
の
上
に
作
り
、
綾
羅
錦
繍
を
以
て
是
を
か
さ
り
、
千
葉
の
郷
中
を
わ
た
り

て
妙
見
寺
大
門
の
大
庭
に
至
て
か
の
船
の
上
に
て
舞
楽
を
な
せ
り
、
十
二
代
時
胤
に
及
て
天

福
元
年
七
月
廿
日
結
城
の
御
船
始
れ
り
、
其
儀
式
始
の
船
の
こ
と
し
、
さ
て
神
輿
は
七
月
十

六
日
仮
屋
へ
み
ゆ
き
有
て
同
廿
二
日
帰
座
し
給
ふ
と
云
云
、 

  
 
 

史
料
十 

「
千
学
集
抜
粋
」 

千
葉
御
神
事
は
大
治
二
年
丁
未
七
月
十
六
日
始
る
也
、
七
世
常
重
御
代
の
事
也
、
御
幸
仮
屋

は
神
主
八
人
社
家
八
人
乙
女
四
人
、
御
祭
の
御
舟
は
宿
中
の
老
者
の
役
也
、
供
物
は
千
葉
中

野
十
三
貫
と
こ
ろ
也
、
同
関
銭
諸
侍
衆
上
け
申
也
、
一
関
は
仮
屋
の
供
物
を
神
主
に
と
ら
せ

て
、
御
祭
を
勧
め
申
也 

結
城
舟
は
天
福
元
年
癸
巳
七
月
廿
日
始
る
也
、
十
二
世
時
胤
の
御
代
の
事
也
、
御
浜
下
り
の

御
送
り
の
御
舟
也
、結
城
の
村
督
に
完
倉
出
雲
守
と
申
も
の
永
鏡
の
た
め
に
取
立
し
も
の
也
、

結
城
は
今
の
寒
川
な
り
、
大
治
二
年
御
神
事
の
始
よ
り
天
正
二
年
甲
戌
ま
て
凡
三
百
四
十
三
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年
也 

  
 
 

史
料
十
一 

「
千
葉
妙
見
大
縁
起
絵
巻
」 

一
、
千
葉
御
神
事
大
治
二
年
丁
未
七
月
十
六
日
始
也
、
常
重
御
代
也
、
御
幸
仮
屋
ハ
八
人
神

楽 

男
四
人
八
乙
女
御
祭
也
、
御
舟
ハ
宿
中
老
者
役
也
、
供
物
ハ
千
葉
中
野
ト
申
所
ヨ
リ
出

也
、 

結
城
御
舟
ハ
天
福
元
年
癸
巳
七
月
廿
日
始
也
、時
胤
代
也
、御
浜
下
之
御
送
之
御
舟
也
、 

是
結
城
町
人
之
役
也 

 

（Ⅲ

）正
月
修
正
の
祭
礼 

 
 
 

史
料
十
二 

 

「
千
学
集
抜
粋
」 

一
、 

千
学
集
と
申
は
、
御
家
代
々
引
付
と
妙
見
相
伝
の
正
月
三
日
の
夜
の
修
正
と
ハ
、
千

文
字
・
葉
文
字
□
□
二
字
を
題
と
し
て
、
よ
ろ
つ
こ
と
の
葉
を
続
け
て
、
年
中
の
事

を
願
ハ
し
給
ひ
て
、
妙
見
の
御
前
に
て
慚
愧
懺
悔
を
し
、
年
中
の
悪
念
を
払
ひ
祭
る

こ
と
の
御
鈴
な
り
、
是
一
門
及
国
内
繁
昌
の
御
祈
念
也 

 
 

神
代
よ
り
取
り
伝
へ
た
る
鈴
の
音
を
聞
て
千
と
せ
の
は
に
あ
ふ
か
な 

 
 

鈴
の
音
に
あ
し
き
を
あ
つ
め
ふ
り
す
て
ヽ
よ
し
そ
と
お
も
ふ
新
玉
の
春 

 
 
 
 
 
 

 

史
料
十
三 

「
千
学
集
抜
粋
」 

 

一
、
三
夜
の
御
鈴
は
、
御
幸
あ
り
て
後
、
屋
形
様
な
ら
せ
ら
れ
、
御
鈴
始
る
也
、

咲
申
事
恒
例
也
、
座
主
鈴
を
取
初
て
、
屋
形
様
御
取
あ
り
、
御
一
家
中
面
々
に
取
ら

れ
し
後
、
座
主
妙
見
の
御
前
に
て
御
祈
願
申
さ
る
ゝ
時
、
左
衛
門
太
夫
万
歳
楽
と
三

度
申
さ
る
ゝ
也
、
妙
見
へ
御
酒
を
奉
り
、
屋
形
様
・
座
主
両
座
に
な
ほ
り
給
ひ
て
御

盃
出
る
、
屋
形
様
御
酌
に
て
三
献
、
三
々
九
度
御
式
代
あ
り
て
、
初
献
は
屋
形
様
、
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二
献
は
座
主
、
三
献
は
屋
形
様
め
し
あ
く
る
也
、
御
酒
過
て
ま
か
る
と
き
、
縁
に
て

三
度
御
礼
有
、
座
主
神
主
供
分
に
は
、
縁
に
て
二
度
御
礼
有
、
供
分
に
御
酒
御
式
代
、

座
中
の
儀
式
は
座
主
の
こ
と
く
也
、
三
夜
の
鈴
の
御
礼
と
し
て
、
宿
坊
へ
御
使
一
侏

一
本
御
超
し
な
さ
る
ゝ
也 

（Ⅳ

）元
服 

史
料
十
四 

「
千
学
集
抜
粋
」 

 

千
葉
御
家
御
元
服
儀
式
の
事 

桓
武
天
皇
の
例
に
任
せ
給
ひ
て
、
今
に
お
い
て
御
位
に
つ
か
せ
給
ふ
所
、
遠
く
ハ
天

竺
の
太
子
檀
特
山
に
登
り
て
御
測
位
也
、
大
唐
王
子
天
台
山
に
上
て
御
測
位
也
、
近

く
ハ
日
本
王
子
、比
叡
山
に

井
（
昇
）

て
御
測
位
也
、そ
の
例
に
傚
ハ
せ
ら
れ
、葛
原
親
王
、

高
見
親
王
、
高
望
親
王
、
い
つ
れ
も
山
に
て
御
測
位
な
さ
れ
し
也
、
高
望
の
御
子
良

文
、
比
叡
山
に
て
御
元
服
あ
ら
せ
ら
る
、
後
陸
奥
守
と
な
り
て
陸
奥
へ
下
り
て
、
又

関
東
へ
移
り
給
ふ
と
き
、
若
君
を
し
て
上
野
国
息
災
寺
妙
見
大
菩
薩
御
宮
前
に
て
御

元
服
な
さ
し
め
給
ふ
、
即
上
野
次
郎
忠
頼
と
申
也
、
此
例
に
随
ひ
、
住
寺
よ
り
御
字

を
申
請
て
、
御
神
前
に
て
鬮
を
と
ら
せ
ら
れ
、
御
字
を
定
め
給
ひ
て
御
元
服
あ
ら
せ

ら
る
、
此
時
寺
家
秘
訣
毘
沙
門
天
を
妙
見
菩
薩
の
御
代
り
に
新
介
三
度
ま
て
拝
し
給

ふ
也
、
忠
常
、
常
将
、
常
長
、
常
兼
、
常
重
、
常
胤
、
胤
政
、
成
胤
、
胤
綱
、
時
胤
、

頼
胤
、
胤
宗
、
貞
胤
、
氏
胤
、
満
胤
、
兼
胤
、
胤
直
ま
て
、
以
上
十
七
世
と
も
堀
内

妙
見
宮
に
て
御
元
服
也
、
其
後
、
康
胤
御
子
胤
持
、
輔
胤
、
孝
胤
、
勝
胤
ま
て
以
上

五
世
ハ
、
平
山
に
お
は
し
け
れ
ハ
、
平
山
よ
り
御
参
詣
あ
り
て
妙
見
宮
に
て
御
元
服

な
り
、御
供
両
人
家
子
郎
僮
に
定
め
ぬ
御
警
固
御
人
数
、国
中
い
つ
れ
も
御
供
な
り
、

其
例
に
任
せ
、
昌
胤
御
元
服
の
時
も
佐
倉
よ
り
千
葉
へ
御
参
詣
有
て
、
妙
見
宮
に
て

御
元
服
也
、 

 

（Ｂ
）金
剛
寿
寺
客
殿
・仮
屋
・再
建
時
代 
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①
．
妙
見
の
移
動
と
儀
式
の
変
化 

妙
見
の
移
動
に
よ
る
儀
式
の
変
化
＝
「
供
分
社
人
一
所
に
て
御
祈
願
」 

  
 
 

史
料
十
五 
「
千
学
集
抜
粋
」 

一
、 

六
人
の
供
分
ハ
、
屋
形
の
堀
内
に
妙
見
お
は
せ
し
と
き
は
、
住
持
の
客
殿
に
六
供
参

り
て
御
祈
願
申
せ
し
也
、
甲
戌
年
の
世
の
中
よ
り
後
、
妙
見
大
菩
薩
を
住
持
覚
実
の

お
ハ
せ
る
客
殿
へ
移
し
奉
り
、
供
分
社
人
一
所
に
て
御
祈
願
申
す
也
、
今
の
御
社
の

在
所
こ
れ
な
り
、
か
の
客
殿
炎
上
し
ぬ
、
廿
三
世
輔
胤
の
と
き
、
五
間
四
方
に
仮
屋

を
は
立
給
ふ
也
、
廿
八
世
親
胤
原
式
部
太
夫
胤
清
代
に
、
も
と
の
こ
と
く
御
建
立
し

給
ふ
也
、
座
主
覚
胤
の
時
と
そ 

 

史
料
十
六 

「
千
学
集
抜
粋
」 

一
、
天
文
十
九
年
辛
亥
十
一
月
廿
三
日
御
遷
宮
也
、（
中
略
）
御
幸
の
儀
式
ハ
庭
儀
灌
頂
の
例

也
、
導
師
歓
喜
院
、
大
僧
正
貞
斉
和
尚
、
御
輿
の
前
後
ハ
社
人
衆
、
次
ハ
別
当
・
旦
那
衆
、

御
宝
物
兆
子
、
小
別
当
・
神
役
人
、
廿
二
町
御
鉾
ハ
千
葉
老
成
者
、
結
城
中
老
成
者
、
御
幡

二
十
二
流
也
、
七
月
の
御
祭
幡
指
の
役
人
衆
こ
れ
を
持
る
る
也
、
御
宮
に
て
法
華
八
講
大
法

事
、
次
に
神
主
衆
・
禰
宜
衆
こ
れ
を
勤
め
ら
れ
、
大
神
楽
を
行
ひ
給
ふ
也
、 
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客
殿
焼
失
（「
千
葉
妙
見
大
縁
起
絵
巻
」） 

②
．
馬
の
こ
と 

 
 

馬
の
奉
納
←
下
総
の
牧 

 

史
料
十
七 

 

「
東
路
の
つ
と
」 

そ
の
夜
、
嵐
烈
し
か
り
し
こ
と
ば
か
り
な
り
。
今
日
は
こ
と
に
日
も
の
ど
か
に
て
、
葛
飾

の
浦
春
の
ご
と
し
。原
宮
内
大
輔
胤
隆
の
小
弓
の
館
の
前
、小
浜
の
村
の
本
行
寺
旅
宿
な
り
。 

 

十
四
日
五
日
は
、
千
葉
の
崇
神
妙
見
の
祭
礼
と
て
、
三
百
疋
の
早
馬
の
見
物
な
り
。 

 

十
六
日
は
延
年
の
猿
楽
、
夜
に
入
り
て
事
果
て
ぬ
。 

  
 
 

史
料
十
八 
 

「
千
学
集
抜
粋
」 

一
、 

住
持
世
々
遷
化
に
御
移
、
跡
は
死
に
目
に
逢
給
ハ
す
、（
中
略
）
御
神
馬
を
納
る
も
の

ハ
野
辺
へ
は
出
さ
る
ゝ
也
、 
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史
料
十
九 

 

「
千
学
集
抜
粋
」 

一
、 
し
り
が
い
せ
ん
と
申
こ
と
は
、
七
月
大
須
賀
よ
り
御
町
へ
家
人
御
出
に
て
帰
る
太
夫

に
、
御
土
産
を
御
所
望
な
さ
れ
し
時
、
し
り
が
い
一
口
を
鳥
目
七
百
に
替
て
上
け
申

さ
せ
け
る
、
か
へ
り
し
年
ま
た
し
り
が
い
御
所
望
也
、
町
に
候
ハ
代
物
一
貫
上
け
申

さ
る
こ
れ
か
か
れ
い
と
な
り
て
一
貫
ツ
ゝ
町
に
上
り
申
也
、 
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